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宿泊施設4F　内観パース

宿泊施設3F　内観パース



普段における断面図

500年から1000年に一度を想定した服部大池の決壊想定図

決壊時における断面図



穏やかな服部大池は無数の動植物の生息地になり、地域住民
のパブリックスペースとなる。

人々が自由に行き交う傍らには、洪水時に機能する排水溝が
むき出しており、日常的に水の恐ろしさに触れる。

服部大池に住み着く動植物が建築物の内側に入り込み、人々
が観察することで、そこにパブリックスペースが生まれる。

ビオトープに住み着く動植物に接近し親しむ。そのそばで過
ごす時間は水によって育まれる豊かさである。

服部大池の決壊により水位が上昇し、エコトーンが徐々に失
われる。建築物は濁流をせき止め、下流の住宅地を保護する。

決壊により水位が最大になると、シェルターとしての機能を
持つ宿泊施設が舟のように浮いたような視覚を得られる。




